
新冠町農協からの要請と対応について
平成25年第４回定例会で議決された「北海道農業振興対策資金融通に対する損失補償

（限度額 3億 1017 万 3 千円、期間 15 年間）」について、内容をお知らせします。

　

１
月
12
日
、
レ
・
コ
ー

ド
館
町
民
ホ
ー
ル
で
、
平

成
26
年
新
冠
町
成
人
式
が

行
わ
れ
、
晴
れ
着
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
36
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
林
教
育

委
員
長
の
式
辞
、
小
竹
町

長
の
祝
辞
に
続
き
、
新
成

人
を
代
表
し
て
栗
林
翔
太

さ
ん
と
田
村
有
梨
さ
ん
が

町
民
憲
章
の
朗
唱
と
成
人

の
誓
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、「
成
人

の
集
い
」
が
開
か
れ
、
新

冠
町
青
年
団
体
協
議
会
の

会
員
が
準
備
し
た
料
理
が

振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
新

成
人
が
新
冠
中
学
校
時
代

に
ク
ラ
ス
担
任
を
し
て
い

た
秋
葉
大
輔
先
生
と
鎌
田

久
美
子
先
生
が
駆
け
付
け
、

新
成
人
に
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
各
地
で
撮

影
が
行
わ
れ
て
い
る
「
恋

す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ー
ン

ク
ッ
キ
ー
新
冠
編
」
の
撮

影
や
、
新
成
人
が
司
会
を

務
め
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大

会
な
ど
も
行
わ
れ
る
な
ど
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
和
や
か
な

集
い
と
な
り
ま
し
た
。

平成26年 新冠町成人式

○
農
協
か
ら
の
要
請
と
対
応
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
10
月
、
新
冠
町
農
協
か
ら
町
に
損
失
補

償
契
約
の
締
結
を
求
め
る
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
は
、「
農
協
が
農
業
者
に
貸
し
付
け
て

い
る
営
農
資
金
の
担
保
資
産
に
つ
い
て
、
実
態
に
見

合
う
評
価
と
な
る
よ
う
上
部
団
体
か
ら
の
指
導
を
受

け
、
査
定
方
法
を
変
更
し
試
算
を
し
た
と
こ
ろ
、
多

額
の
担
保
不
足
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ

の
事
態
を
回
避
す
る
た
め
の
資
金
制
度
の
活
用
を
検

討
し
た
結
果
、
そ
の
信
用
補
完
に
町
の
損
失
補
償
を

お
願
い
し
た
い
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

一
般
的
に
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
る
と

き
は
、
第
三
者
の
保
証
や
土
地
な
ど
の
担
保
資
産
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
仮
に
、
査
定
方
法
変
更
に
よ

る
担
保
不
足
見
込
額
を
全
て
農
協
の
自
己
資
本
で
穴

埋
め
す
る
と
、
金
融
機
関
の
健
全
性
を
計
る
「
自
己

資
本
比
率
」
が
大
き
く
低
下
し
、
農
協
取
引
の
あ
る

農
業
者
全
て
に
対
す
る
資
金
供
給
を
一
時
停
止
し
、

再
開
も
不
透
明
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

農
業
の
生
産
活
動
が
著
し
く
低
下
す
る
こ
と
は
、

農
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
町
全
体
の
経
済
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
大
き
く
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
、
こ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
町
は
、
町
議

会
を
は
じ
め
北
海
道
や
農
業
団
体
な
ど
と
の
協
議
を

進
め
、
平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、「
北

海
道
農
業
振
興
対
策
資
金
融
通
に
対
す
る
損
失
補

償
」
に
つ
い
て
提
案
し
、
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
　
北
海
道
農
業
振
興
対
策
資
金
と
は

Ａ　

農
業
者
の
経
営
改
善
対
策
（
償
還
負
担
の
軽
減

に
よ
る
改
善
）
と
し
て
、
担
保
資
産
の
ほ
か
、
市
町

村
の
損
失
補
償
な
ど
に
よ
る
信
用
補
完
に
よ
っ
て
、

借
入
金
を
低
利
か
つ
長
期
の
資
金
に
借
換
え
す
る
こ

と
が
で
き
る
北
海
道
版
の
資
金
制
度
と
し
て
新
た
に

創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　Ｑ
　
資
金
制
度
の
利
用
に
つ
い
て

Ａ　

担
保
資
産
の
評
価
方
法
変
更
に
伴
い
、
担
保
不

足
を
生
じ
た
農
業
者
の
借
入
金
（
制
度
資
金
は
除
か

れ
ま
す
）
を
対
象
と
し
た
制
度
で
す
。

　

制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
経
営
改
善
計
画
を
策
定

し
、
新
冠
町
、
道
農
協
中
央
会
、
道
信
連
で
構
成
し
、

日
高
振
興
局
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
加
え
た
審
査
会
の

承
認
、
北
海
道
農
業
信
用
基
金
協
会
の
承
諾
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
北
海
道
農
業
信
用
基
金
協
会
と
は

Ａ　

農
業
信
用
保
証
保
険
法
に
基
づ
く
法
人
で
、
北

海
道
や
市
町
村
、
農
協
な
ど
の
出
資
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
公
的
な
保
証
機
関
で
、
債
務
保
証
業
務
を
本
業

と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
な
ぜ
新
冠
町
が
損
失
補
償
を
行
う
の
か

Ａ　

新
冠
町
は
古
く
か
ら
、
軽
種
馬
生
産
を
中
心
に

農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
し
、
農
業
振
興
を
町

づ
く
り
の
基
本
政
策
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
資
金
の
目
的
は
、
前
述
し
た
懸
念
事
項
を
未

然
に
防
ぎ
、
円
滑
な
資
金
供
給
に
よ
る
農
業
者
の
経

営
改
善
、
安
定
化
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
り
、
地
域

農
業
の
安
定
的
な
発
展
と
、
農
業
を
基
盤
と
し
た
地

域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
必
要
な
政
策
と
判

断
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
町
の
損
失
補
償
が
行
わ
れ
る
場
合
と
は

Ａ　

損
失
補
償
は
借
入
金
に
対
す
る
信
用
補
完
で
あ

り
、
す
ぐ
に
現
金
が
支
出
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

資
金
制
度
を
利
用
し
た
農
業
者
が
、
将
来
、
離
農

し
融
資
の
返
済
が
不
能
と
な
り
、
農
協
が
損
失
を

被
っ
た
と
き
に
、
農
業
者
に
代
わ
り
北
海
道
農
業
信

用
基
金
協
会
が
農
協
の
債
務
を
保
証
し
、
基
金
協
会

の
損
失
を
町
が
補
償
す
る
も
の
で
す
。

※
農
業
者
の
返
済
遅
延
に
よ
り
直
ち
に
損
失
補
償
義

務
が
発
生
す
る
の
で
は
な
く
、
離
農
し
た
農
業
者
の

資
産
な
ど
を
全
て
処
分
し
、
そ
れ
で
も
な
お
損
失
が

生
じ
た
場
合
に
損
失
補
償
義
務
が
発
生
し
ま
す
。
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